
平
成
二
十
四
年
二
月
三
日
提
出

質

問

第

四

一

号

「
独
立
行
政
法
人
の
制
度
及
び
組
織
の
見
直
し
の
基
本
方
針
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

橘

慶

一

郎

41



「
独
立
行
政
法
人
の
制
度
及
び
組
織
の
見
直
し
の
基
本
方
針
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書

独
立
行
政
法
人
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
鳩
山
内
閣
の
下
で
、
「
独
立
行
政
法
人
の
抜
本
的
な
見
直
し
に
つ
い
て
」
（
平
成

二
十
一
年
十
二
月
二
十
五
日
閣
議
決
定
）
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
の
「
独
立
行
政
法
人
整
理
合
理
化
計
画
」
（
平
成
十
九
年
十
二

月
二
十
四
日
閣
議
決
定
、
以
下
「
合
理
化
計
画
」
と
い
う
。
）
が
凍
結
さ
れ
た
。
次
い
で
、
「
抜
本
改
革
の
第
一
段
階
」
と
し

て
「
独
立
行
政
法
人
の
事
務
・
事
業
の
見
直
し
の
基
本
方
針
」
（
平
成
二
十
二
年
十
二
月
七
日
閣
議
決
定
、
以
下
「
旧
基
本
方

針
」
と
い
う
。
）
が
定
め
ら
れ
、
さ
ら
に
検
討
作
業
が
進
め
ら
れ
た
結
果
、
今
般
の
「
独
立
行
政
法
人
の
制
度
及
び
組
織
の
見

直
し
の
基
本
方
針
」
（
平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
日
閣
議
決
定
、
以
下
「
新
基
本
方
針
」
と
い
う
。
）
に
至
っ
た
も
の
と
理
解

す
る
。
こ
の
間
、
平
成
二
十
三
年
五
月
二
十
七
日
付
け
質
問
第
二
一
〇
号
に
お
い
て
、
旧
基
本
方
針
の
中
で
、
合
理
化
計
画
か

ら
後
退
し
た
と
受
け
取
ら
れ
か
ね
な
い
事
項
に
つ
い
て
は
、
菅
内
閣
の
見
解
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
新
基
本
方

針
の
閣
議
決
定
を
受
け
て
、
改
め
て
合
理
化
計
画
か
ら
の
主
た
る
変
更
点
を
中
心
に
、
「
行
政
の
継
続
性
」
の
観
点
も
含
め
、

野
田
内
閣
の
認
識
及
び
見
解
に
つ
い
て
、
以
下
十
七
項
目
に
わ
た
り
質
問
す
る
。

一

新
基
本
方
針
冒
頭
で
は
、
独
立
行
政
法
人
制
度
創
設
か
ら
十
年
以
上
が
経
過
す
る
中
で
、
平
成
二
十
一
年
十
二
月
以
降
の

閣
議
決
定
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
が
、
制
度
創
設
時
点
か
ら
平
成
二
十
一
年
十
二
月
以
前
に
至
る
期
間
に
お
け
る
独
立
行
政

一



法
人
の
見
直
し
に
係
る
主
な
閣
議
決
定
を
示
さ
れ
た
い
。

二

合
理
化
計
画
に
定
め
ら
れ
た
事
項
は
、
平
成
二
十
一
年
十
二
月
二
十
五
日
時
点
で
「
当
面
凍
結
し
、
独
立
行
政
法
人
の
抜

本
的
な
見
直
し
の
一
環
と
し
て
再
検
討
す
る
」
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
新
基
本
方
針
の
策
定
作
業
に
際
し
、
合
理
化

計
画
に
定
め
ら
れ
た
事
項
は
、
総
体
と
し
て
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
た
の
か
、
伺
う
。

三

新
基
本
方
針
に
お
い
て
、
合
理
化
計
画
の
取
り
扱
い
は
何
ら
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
「
行
政
の
継
続
性
」
の
観
点
に

立
っ
て
、
合
理
化
計
画
は
引
き
続
き
凍
結
さ
れ
て
い
る
の
か
、
廃
止
さ
れ
た
の
か
、
内
閣
法
制
局
の
見
解
を
伺
う
。
ま
た
、

廃
止
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
明
示
的
な
閣
議
決
定
が
必
要
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

四

独
立
行
政
法
人
の
監
事
の
任
期
を
延
長
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
が
、
平
成
二
十
年
当
時
に
内
閣
か
ら
提
出
さ
れ
、
廃
案
と

な
っ
た
「
独
立
行
政
法
人
通
則
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
（
以
下
、
「
旧
改
正
法
律
案
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て

も
、
監
事
の
任
期
延
長
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
当
時
の
考
え
方
と
新
基
本
方
針
と
の
違
い
を
伺
う
。

五

独
立
行
政
法
人
の
評
価
主
体
を
府
省
評
価
委
員
会
及
び
政
策
評
価
・
独
立
行
政
法
人
評
価
委
員
会
か
ら
主
務
大
臣
に
変
更

し
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
制
度
所
管
府
省
に
設
置
す
る
第
三
者
機
関
が
点
検
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
制
度
所
管
府
省

は
総
務
省
以
外
も
想
定
さ
れ
て
い
る
の
か
、
伺
う
。

二



六

五
に
関
し
、
旧
改
正
法
律
案
に
お
い
て
も
、
評
価
機
関
の
独
立
行
政
法
人
評
価
委
員
会
へ
の
一
元
化
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
当
時
の
考
え
方
と
新
基
本
方
針
と
の
違
い
を
伺
う
。

七

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
、
酒
類
総
合
研
究
所
及
び
教
員
研
修
セ
ン
タ
ー
の
三
法
人
は
、
「
必
要
な
定
員
・
予
算
を
確
保
し
た

上
で
」
、
当
該
法
人
の
機
能
を
国
に
移
管
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
結
果
と
し
て
移
管
先
省
庁
に
お
け
る
国
家
公
務
員

の
純
増
に
な
る
の
か
、
確
認
す
る
。
ま
た
、
三
法
人
の
現
時
点
の
役
職
員
数
を
そ
れ
ぞ
れ
伺
う
。

八

統
計
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
合
理
化
計
画
で
は
平
成
二
十
一
年
度
に
非
公
務
員
化
す
る
と
さ
れ
て
い
た
が
、
新
基
本
方
針

で
は
、
「
職
員
の
身
分
等
に
つ
い
て
検
討
」
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
両
者
の
違
い
及
び
方
針
変
更
の
理
由
を
伺
う
。

九

日
本
万
国
博
覧
会
記
念
機
構
に
つ
い
て
、
合
理
化
計
画
で
は
、
「
大
阪
府
と
と
も
に
検
討
し
、
納
得
が
得
ら
れ
れ
ば
、
平

成
二
十
二
年
度
ま
で
に
独
立
行
政
法
人
と
し
て
は
廃
止
す
る
」
と
さ
れ
、
旧
基
本
方
針
で
は
、
「
大
阪
府
と
の
協
議
が
整
っ

た
時
以
降
実
施
」
と
さ
れ
て
い
た
が
、
新
基
本
方
針
で
は
、
「
大
阪
府
と
の
財
産
関
係
の
整
理
に
関
す
る
協
議
が
整
う
こ
と

を
前
提
に
、
法
人
を
廃
止
」
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
状
態
が
膠
着
し
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
が
、
協
議
終
結
に
向

け
、
内
閣
と
し
て
積
極
的
に
努
力
す
る
方
針
で
あ
る
の
か
、
確
認
す
る
。

十

国
立
病
院
機
構
に
つ
い
て
、
合
理
化
計
画
で
は
、
「
非
公
務
員
化
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
年
度
中
に
結
論
が
得
ら
れ
る
よ

三



う
」
に
と
さ
れ
て
い
た
が
、
新
基
本
方
針
で
は
、
「
職
員
の
非
公
務
員
化
に
伴
う
問
題
の
解
決
に
向
け
た
所
要
の
調
整
を
行

う
」
と
さ
れ
て
い
る
。
内
閣
と
し
て
、
非
公
務
員
化
す
る
趣
旨
で
あ
る
の
か
、
確
認
す
る
。
併
せ
て
、
「
非
公
務
員
化
に
伴

う
問
題
」
の
具
体
的
な
内
容
及
び
実
施
時
期
の
見
通
し
を
伺
う
。

十
一

農
林
水
産
消
費
安
全
技
術
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
合
理
化
計
画
で
は
非
公
務
員
化
に
つ
い
て
、
「
現
中
期
目
標
期
間
終

了
時
に
改
め
て
検
討
対
象
と
す
る
」
と
さ
れ
、
先
の
内
閣
衆
質
一
七
七
第
二
一
〇
号
で
は
「
今
後
、
必
要
に
応
じ
改
め
て
検

討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
新
基
本
方
針
で
は
何
ら
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
内
閣
と
し
て
、
非
公

務
員
化
し
な
い
趣
旨
で
あ
る
の
か
、
確
認
す
る
。
併
せ
て
、
こ
の
間
に
お
い
て
検
討
は
な
さ
れ
た
の
か
、
ま
た
、
非
公
務
員

化
し
な
い
理
由
を
伺
う
。

十
二

日
本
貿
易
保
険
に
つ
い
て
、
合
理
化
計
画
で
は
全
額
政
府
出
資
の
特
殊
会
社
に
移
行
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
先
の
内
閣
衆

質
一
七
七
第
二
一
〇
号
で
は
「
特
別
会
計
の
枠
組
み
の
在
り
方
に
お
け
る
新
た
な
制
度
設
計
の
中
で
、
貿
易
保
険
の
利
用
者

に
不
便
が
生
じ
な
い
よ
う
に
し
つ
つ
、
そ
の
在
り
方
に
つ
い
て
全
般
的
な
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
」
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
が
、
新
基
本
方
針
で
は
合
理
化
計
画
と
同
じ
く
「
全
額
政
府
出
資
の
特
殊
会
社
に
移
行
す
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
同

じ
方
針
と
な
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
早
期
に
実
行
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
内
閣
の
方
針
を
伺
う
。

四



十
三

製
品
評
価
技
術
基
盤
機
構
に
つ
い
て
、
合
理
化
計
画
で
は
非
公
務
員
化
に
つ
い
て
、
「
現
中
期
目
標
期
間
終
了
時
に
改

め
て
検
討
対
象
と
す
る
」
と
さ
れ
、
先
の
内
閣
衆
質
一
七
七
第
二
一
〇
号
で
は
「
今
後
、
必
要
に
応
じ
改
め
て
検
討
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
新
基
本
方
針
で
は
何
ら
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
内
閣
と
し
て
、
非
公
務
員
化
し

な
い
趣
旨
で
あ
る
の
か
、
確
認
す
る
。
併
せ
て
、
こ
の
間
に
お
い
て
検
討
は
な
さ
れ
た
の
か
、
ま
た
、
非
公
務
員
化
し
な
い

理
由
を
伺
う
。

十
四

空
港
周
辺
整
備
機
構
に
つ
い
て
、
合
理
化
計
画
で
は
「
独
立
行
政
法
人
以
外
で
の
形
態
を
含
め
た
組
織
の
在
り
方
に
つ

い
て
検
討
を
行
い
、
平
成
二
十
二
年
度
ま
で
に
結
論
を
得
る
」
こ
と
と
さ
れ
、
先
の
内
閣
衆
質
一
七
七
第
二
一
〇
号
で
は
、

大
阪
国
際
空
港
事
業
本
部
を
廃
止
し
、
「
福
岡
空
港
の
周
辺
環
境
対
策
に
つ
い
て
は
、
国
管
理
空
港
の
民
営
化
等
も
含
め
た

運
営
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
検
討
結
果
を
受
け
て
、
福
岡
空
港
の
運
営
全
体
の
在
り
方
の
検
討
を
行
う
中
で
、
実
施
主
体
の

検
討
を
行
う
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。
新
基
本
方
針
で
は
、
「
福
岡
空
港
に
つ
き
民
間
委
託
等
を
行
う
こ
と
と
な
る
際

に
」
、
「
新
た
な
空
港
運
営
主
体
に
移
管
す
る
方
向
で
検
討
す
る
」
と
さ
れ
、
一
定
の
前
進
を
見
て
い
る
も
の
と
理
解
す
る

が
、
内
閣
と
し
て
、
実
施
時
期
の
見
通
し
を
伺
う
。

十
五

海
上
災
害
防
止
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
合
理
化
計
画
を
受
け
て
、
旧
基
本
方
針
で
は
平
成
二
十
四
年
度
以
降
、
「
油
等

五



防
除
の
確
実
な
実
施
の
た
め
に
必
要
な
枠
組
み
を
維
持
し
つ
つ
、
実
施
主
体
は
公
益
法
人
な
ど
の
民
間
主
体
と
す
る
」
と
さ

れ
て
い
た
が
、
新
基
本
方
針
で
は
、
「
こ
れ
に
向
け
た
法
整
備
を
可
及
的
速
や
か
に
進
め
る
」
と
、
特
に
早
急
な
実
施
の
意

思
を
示
し
た
も
の
と
理
解
す
る
。
つ
い
て
は
、
法
案
の
国
会
へ
の
提
出
時
期
の
見
通
し
を
伺
う
。

十
六

駐
留
軍
等
労
働
者
労
務
管
理
機
構
に
つ
い
て
、
合
理
化
計
画
で
は
非
公
務
員
化
に
つ
い
て
、
「
現
中
期
目
標
期
間
終
了

時
に
改
め
て
検
討
対
象
と
す
る
」
と
さ
れ
、
先
の
内
閣
衆
質
一
七
七
第
二
一
〇
号
で
は
「
今
後
、
必
要
に
応
じ
改
め
て
検
討

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
新
基
本
方
針
で
は
何
ら
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
内
閣
と
し
て
、
非
公
務

員
化
し
な
い
趣
旨
で
あ
る
の
か
、
確
認
す
る
。
併
せ
て
、
こ
の
間
に
お
い
て
検
討
は
な
さ
れ
た
の
か
、
ま
た
、
非
公
務
員
化

し
な
い
理
由
を
伺
う
。

十
七

合
理
化
計
画
の
閣
議
決
定
か
ら
四
年
余
、
ま
た
、
そ
の
凍
結
の
閣
議
決
定
か
ら
二
年
余
が
経
過
し
た
現
時
点
で
、
新
基

本
方
針
の
内
容
に
は
、
合
理
化
計
画
と
変
わ
ら
な
い
も
の
も
見
受
け
ら
れ
、
結
果
と
し
て
措
置
が
遅
れ
た
部
分
が
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
改
め
て
、
「
行
政
の
継
続
性
」
の
立
場
に
立
っ
て
、
合
理
化
計
画
に
対
す
る
野
田
内
閣
と
し
て
の
評
価
を
伺

う
。

右
質
問
す
る
。

六


